
表紙の解説

写真：© 中山  仁史 /K２.

誕生１００年を迎える小樽運河

　この写真は雪に覆われた冬の小樽運河を空から捉えたものです。２０２３年に誕生から１０
０周年を迎える小樽運河は、北海道小樽市の象徴であり、日本を代表する観光地の一つです。
運河はその建設から戦後の保存をめぐる議論に至るまで、何度かの変遷を経てきました。大き
な論争を経た後、運河の約半分が埋め立てられ、街路灯や散策路が整備されて観光資源として
の魅力が高められました。その１００年の歴史をたどることで、物流の都市から観光都市へと
変貌を遂げた小樽の歴史が浮かび上がります。
現在小樽では、小樽運河誕生１００年を記念して様々なイベントが開催されています。

編集後記
　寒さが増すこの 12月、街は師走の忙しさに包まれています。雪が舞い、道路はアイスバー
ンと化しており、皆様には歩行や車の運転に際して十分な注意をお願い申し上げます。この時
期、ロータリーでは恒例となった家族懇親会が目前に迫っています。家族の絆を深め、温かい
交流の場を提供するこのイベントは、余興に笑顔、家族それぞれの喜びの瞬間が、ロータリー
の真髄を映し出しています。
　年の瀬を迎え、今日までのガバナー月信の発行にご協力頂いた皆様に心から感謝申し上げます。
来年も変わらぬご支援とご愛顧を賜りますよう、お願い申し上げます。皆様、良いお年をお迎
えください。

ガバナー月信委員会　中山仁史

ガバナー事務局だより
令和 5年、2023年も師走の 12月を迎えました。「法師も走る忙しさ」が師走の語源と言われ
ています。法師と奉仕・・・、しっかりロータリーと掛かっています。
法師のみならず師 (士 ) 業と言われる先生方にとっても忙しい年末となります。かくいう私も社
交舞踏教師、ダンスの先生という肩書きを生業としていますが、さほど忙しくはありません・・・。
高度成長の頃は、三角帽子を被った酔客で繁華街も溢れ、各地で行われる華やかなクリスマス
パーティー需要で、朝の 9時から夜の 11時まで、現在では考えられない超ブラックな職場環
境を楽しんでいました。
さて、各クラブでも年末家族懇親会と称する歳時記としての「クリスマスパーティー」をもっ
て新年に向かわれることと思います。今期のクラブの中にも多くの仏教系を職業とする会長が
多くおられます。RI が推奨するDEI の精神で楽しんでいただきたいと考えます。
松浦ガバナー年度の半期が終わろうとしております。地区内各クラブ、地区委員会の皆さまに
は大変お世話になりました。後半期も各グループ IM、地区委員会事業等でまた大いにお世話
になります。ご協力のほど、よろしくお願いいたします。
それでは、皆さま良い年をお迎えください。

地区代表幹事　斎藤　仁
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